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　知っていますか？  若年性認知症

　2022年4月より、地域医療連携室長として勤務し

ております、村山と申します。2008年より8年間、

横浜ほうゆう病院で勤務させていただいた後、他所

で大学教員として働いておりましたが、縁あって働

かせていただいております。どうぞよろしくお願い

いたします。

　2022年6月より、横浜ほうゆう病院では横浜市よ

り委託を受け、2名の若年性認知症支援コーディネ

ーターが活動を始めました。支援コーディネーター

は、ご本人やご家族等からの若年性認知症に関する

困り事や悩み事等の相談に対して、解決に向けた支

援をします。また、行政・医療・福祉関係者、企業

の労務担当者等からの相談については、医療・福祉

・就労等の専門機関と相互に連携し、必要な調整・

助言を行います。

　2017年度～2019年度に実施した日本医療研究開発

機構（AMED）認知症研究開発事業によって実施した

若年性認知症の調査において、わが国の若年性認知

症有病率は18歳～64歳人口10万人当たり50.9人、若

年性認知症者の総数は3.57万人と推計されました。

※）10年前の調査からは有病率が増加しています。

　子育て世代の発病であり、更に子供も大きくなっ

て家のローンを払わなくてはならないなど大きな課

題を抱えた状態で発病となるケースが多いため、高

齢で発症した認知症を持つ方への支援とは様相が異

なると言われています。また、支援というと目の前

にある課題、困難なことに目が行きがちですし、実

際の支援を求められます。しかし、なによりも大事

だと思うことは、その時の目の前だけの支援ではな

く、いかに生きていただくのか、その方のための人

生目標に合わせて、“ともに考えていく”ことが必
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要であると考えます。そして、いかに目標に向かっ

て着地できるか、ソフトランディングの支援が重要

と考えます。当事者の目標への支援が大事な支援の

柱と考えますと、もう一つは家族の支援が重要と考

えます。そして、さらに重要な支援の切り口は就労

の問題です。認知症を持つ人が仕事が続けられるよ

うに支援することはとても難しいです。徐々に進行

していくと言われている、認知症を持つ人にどうや

って仕事を続けてもらうのかと企業側がきちんと支

援をしてくれるケースは少ないように思います。ほ

とんどのケースは、休職を（して）いえ『させられ

て』、退職に追い込まれています。新しいことが覚

えにくい事や忘れてしまうことがあって支障が起き

ては確かに困ります。今できることを仕事として考

え、困らないように配置転換をするなどの対処をし

てくれる企業は少ないのです。働くことはそんなに

生易しいものではないことは十分理解しています。

それまで、企業を支えてきた人を、認知症になった

からそれでおしまいというのは、いかにも寂しく、

当事者本人も家族も意気消沈し、生きる望みを失う

ことにつながります。2022年4月から両立支援の対

象疾患に認知症も加わりました。いかに治療を受け

ながら生活と仕事の両方が成り立つように支援をし

て行くのか、医療も、企業も、本人もそれぞれが努

力していく必要があると考えます。

　今では若年性認知症という言葉は皆さまに知られ

ている言葉であると思いますが、どのようなことに

支援が必要であるのか少しでも皆様に伝われば幸い

です。

※）https://www.tmghig.jp/research/release/2020/0727-2.html
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「令和5年3月13日以降は、マスクの着用は個人の判断を尊重する」との政府の方針が示されました。

ただし、医療機関内では、高齢者をはじめとする重症化リスクの高い方などへの感染防止のため

「引き続きマスクの着用」をお願い致します。

3月13日以降も医療機関内では、

いつもマスク着用をお願い致します。


